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慄
堂
日
歴
に
見
ゆ
る
贅
川
桃
年
の
事
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森

　
　

識
堂
Ｂ
歴
は
松
崎
條
堂
の
文
政
六
年
よ
り
弘
化
元
年
ま
で
’
二

’
十
年
間
に
渉
る
日
記
で
あ
る
。
こ
の
１
　
は
今
岩
崎
氏
静
嘉
堂
文

　

庫
の
所
截
に
諮
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
活
字
印
本
は
『
日
本
藤
林

　

叢
書
』
第
十
万
二
巻
に
牧
め
ら
れ
て
ゐ
て
見
易
く
た
っ
て
ゐ

　

る
。
。
今
春
求
む
る
所
あ
っ
て
こ
の
日
歴
を
閔
し
た
の
で
あ
る
が

　

讃
む
に
隨
っ
て
愈
よ
そ
の
興
趣
深
き
を
曼
え
た
。
こ
の
書
は
尋

　

常
一
’
般
の
日
記
筆
・
乗
と
は
そ
の
撰
を
異
に
し
て
ゐ
て
、
そ
の
内

’
容
は
多
彩
詳
密
を
極
め
、
徳
川
末
期
の
學
界
政
界
そ
の
他
世
蜻

‐
風
俗
を
知
る
貴
重
な
質
料
で
あ
る
。
藤
林
叢
書
の
編
者
は
曾
國

フ
藩
の
日
記
或
は
李
慈
銘
の
越
綬
堂
日
記
に
も
比
す
べ
き
も
の
か

　

と
言
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
先
人
も
こ
の
日
歴
に
は
注
目
し
て
ゐ

　

る
の
で
あ
っ
て
、
既
に
森
鴎
外
は
そ
の
「
伊
滞
蘭
軒
」
百
七
十

　

六
に
、

わ
た
く
し
は
今
「
條
堂
日
歴
」
を
関
し
て
趨
か
に
甲
申
｝
一
匹

鹿

一

一

一

　

に
至
っ
て
ゐ
る
。

と
言
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
１
　
を
見
て
ゐ
た
事
を
知
り
得
る
。

然
し
常
時
活
字
印
本
も
な
く
旛
讃
に
不
便
で
あ
っ
た
礪
め
ｒ
も

あ
ら
う
か
、
そ
の
全
巻
を
通
覧
し
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
ｆ
普

及
版
鴎
外
全
集
第
十
五
岑
？
編
纂
後
記
に
抹
る
と
、
局
外
は

　

「
謐
江
抽
粛
」
「
伊
滞
蘭
軒
」
「
小
島
賓
素
」
に
引
績
い
て
松
崎

懐
堂
・
市
野
迷
庵
・
狩
谷
樅
斎
等
考
謐
家
の
列
傅
を
集
大
成
す

る
像
定
で
あ
っ
た
が
、
資
料
を
蒐
集
す
る
に
止
ま
り
、
違
忙
そ

の
傅
記
は
永
久
に
見
る
こ
と
が
出
来
た
く
な
っ
た
と
言
ふ
。
僚

堂
に
は
こ
の
詳
密
を
極
む
る
日
記
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
’
鴎

外
は
之
を
縦
横
に
躯
使
し
て
蘭
軒
傅
に
も
優
る
長
篇
の
識
堂
傅

を
物
す
る
心
算
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
序
に
上
掲
の
六
考
瞭

家
は
す
べ
て
日
歴
に
登
場
す
る
人
達
で
あ
る
。
殊
に
校
章
に
開

す
る
事
柄
は
豊
富
で
あ
っ
て
、
森
銑
三
氏
の
「
被
箭
雑
記
」
（
書
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誌
學
四
警
ハ
琥
狩
谷
被
斎
琥
所
宸
）
に
は
之
を
巧
妙
適
切
に
利

娶

　

用
さ
れ
て
ゐ
る
゜
そ
の
他
こ
の
ロ
歴
を
援
用
し
た
も
の
に
は
｀

　
　

高
橋
美
章
氏
の
「
松
崎
僚
堂
の
開
成
石
経
縮
刻
に
就
き
て
」
（
支

　
　

那
學
二
巻
一
競
所
載
）
が
あ
る
。
柳
田
國
男
氏
も
日
歴
に
見
ゆ

　
　

る
民
俗
記
事
を
利
用
さ
れ
た
。
か
く
の
如
く
僚
堂
日
歴
は
先
人

　
　

も
そ
の
價
値
を
詔
め
て
た
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
今
こ
の
書
に

　
　

よ
っ
て
大
島
贅
川
・
桃
年
父
子
の
事
跡
を
述
べ
よ
う
と
思
ふ
。

　
　
　

竃
は
、
北
京
留
學
を
前
に
し
て
同
僚
大
島
利
一
君
が
物
し
た

　
　
　

「
大
島
贅
川
・
桃
年
父
子
の
史
記
考
異
に
就
い
て
」
（
本
誌
四
巻

　
　

三
競
所
載
）
を
営
時
私
は
北
京
の
僑
居
に
於
て
興
味
深
く
讃
ん

　
　

だ
の
で
、
今
春
日
歴
を
糟
讃
し
た
際
に
も
鮫
川
父
子
の
記
事
を

　
　

興
の
趣
く
φ
て
に
抽
書
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
本
来
大
島
君

　
　

へ
の
私
信
中
に
附
記
す
る
心
算
だ
っ
た
の
だ
が
、
編
輯
子
の
依

　
　

頼
に
施
す
べ
き
他
の
原
稿
の
持
合
せ
も
。
な
い
の
で
、
こ
の
蕪
雑

　
　

な
一
文
を
代
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　

識
堂
日
歴
全
巻
を
通
じ
て
贅
川
父
子
に
開
す
る
事
は
約
三
十

　
　

回
見
え
て
ゐ
る
。
贅
川
の
事
を
忠
截
・
・
無
害
・
希
軒
と
も
言
っ

　
　

て
ゐ
る
。
天
保
五
・
九
・
四
の
條
に
「
忠
截
自
競
希
軒
」
と
あ

　
　

れ
ば
贅
川
の
外
、
晩
年
に
は
希
軒
と
も
競
し
た
の
で
あ
る
。
無

　
　

害
は
そ
の
一
競
、
忠
哉
は
通
柳
で
あ
ら
う
。
桃
年
は
日
歴
に
誠

太
と
も
言
ふ
。
之
も
通
柄
で
あ
ら
う
。
天
保
三
・
丁
十
五
に

「
贅
川
今
年
六
十
九
」
と
あ
り
、
同
五
・
九
・
四
に
「
年
七
十

こ
と
あ
る
か
ら
、
明
和
元
年
に
生
れ
た
謬
で
あ
る
。
恢
堂
よ

り
七
つ
年
上
で
あ
る
。
天
保
九
こ
ハ
・
八
に
「
大
島
贅
川
訃
至
」

と
あ
れ
ば
、
天
保
九
年
、
年
七
十
五
歳
を
以
で
歿
し
た
の
で
あ

る
。
大
島
君
が
牟
七
十
七
歳
と
い
ふ
の
と
少
し
く
異
る
。

　

壮
年
の
頃
江
戸
の
昌
乎
脅
に
學
ん
た
。
日
歴
文
政
十
丁
「

十
八
の
條
に
輿
北
郷
新
太
郎
書
あ
り
、

　

復
啓
、
北
郷
奪
契
無
恙
、
自
別
昌
平
已
三
十
五
年
矣
、
非
僕

　

不
思
兄
、
兄
之
踪
跡
、
別
時
兄
不
言
也
、
無
所
致
言
、
爾
時

　

所
相
輿
筆
研
者
、
□
加
州
大
島
贅
川
、
廣
瀬
以
寧
、
大
槻
民

　

治
、
柳
井
忠
貞
外
、
今
不
在
也
、
其
在
幕
府
者
、
以
寧
一
人

　

耳
、
近
時
遇
荒
川
生
、
生
兄
之
鄭
也
、
因
審
共
近
況
、
賀
々
、

　

余
今
年
五
十
叉
八
、
猶
能
讃
書
飲
酒
、
勝
爾
時
者
、
加
之
學

　

耳
、
幸
時
寄
一
宇
、
以
慰
鍬
五
年
之
懐
也
。

　
　
　
　

ト

と
言
ふ
。
こ
の
手
紙
は
「
恢
堂
全
集
」
（
崇
文
叢
書
所
収
）
巻
七

に
も
載
せ
て
ゐ
る
。
文
全
集
巻
二
に
逞
北
郷
伯
煕
序
（
寛
政
壬

子
季
春
十
三
日
作
）
あ
り
、
「
北
郷
伯
煕
薩
摩
人
也
、
狐
人
剛
毅

果
敢
、
…
…
以
寛
政
庚
戌
歳
遊
學
于
東
都
、
在
國
學
三
年
…
…

今
茲
三
月
将
諾
」
と
言
ふ
。
伯
煕
は
前
の
手
紙
の
新
太
郎
で
あ
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る
。
壬
子
は
四
年
、
庚
戌
は
二
年
で
あ
る
。
即
ち
北
郷
新
太
郎
は
・

　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

　
　

を

　
　
　
　
　
　

ｘ

寛
政
二
年
か
ら
四
年
ま
で
三
年
間
江
戸
の
昌
平
費
に
學
ん
だ
の

で
あ
る
　
０
営
時
筆
研
を
相
輿
に
し
た
者
に
松
崎
條
堂
・
大
島
贅

川
・
廣
瀬
以
寧
等
の
人
が
あ
っ
た
。
廣
瀬
・
大
槻
・
柳
井
と
い

ふ
人
達
も
日
歴
に
登
場
し
て
来
る
。
寛
政
四
年
昌
平
骨
で
別
れ

て
か
ら
三
１
　
五
年
間
識
堂
と
伯
煕
と
は
曹
信
を
紹
っ
て
ゐ
た
。

勿
論
他
の
人
達
と
伯
煕
と
も
交
通
が
な
か
っ
た
。
懐
堂
は
伯
煕
‐

を
思
は
ぬ
で
は
な
か
っ
た
が
、
別
離
の
際
に
伯
煕
が
そ
Ｉ
の
踪
跡

を
告
げ
な
か
っ
た
の
で
便
り
を
す
る
に
由
た
か
っ
た
の
で
あ

る
。
偶
！
二
十
五
年
を
隔
て
ｘ
伯
煕
の
郊
居
の
荒
川
生
か
ら
、

伯
煕
の
近
況
を
審
ら
か
に
す
る
を
得
て
こ
の
手
紙
を
出
し
た
謬

で
あ
る
ｔ
荒
川
生
の
事
は
日
堅
文
政
九
・
十
一
丁
二
十
に
、

’
荒
川
。
儀
一
、
日
向
都
城
人
、
薩
藩
島
津
石
見
家
士
、
名
儀
一
、

　

字
子
正
ヽ
廿
七
歳
ヽ
距
鹿
兇
島
十
六
於
ヽ
・
・
…
・
儀
一
輿
奮
友

　

北
郷
新
太
郎
隣
居
云
。

と
あ
る
。
伯
煕
の
事
は
之
れ
位
に
し
て
、
昌
千
費
で
別
れ
た
時
、

懐
堂
は
二
１
　
二
歳
、
贅
川
は
二
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
贅
川
は
金

滓
へ
蹄
り
加
賀
藩
の
儒
者
と
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
日
歴
天
保

五
・
九
・
四
に
、

　

大
島
忠
哉
致
仕
、
誠
大
襲
祗
、
忠
飛
自
競
希
軒
、
年
七
十
一
、

　

受
致
仕
禄
十
五
口
。

と
あ
れ
ば
、
四
十
年
比
亙
っ
て
藩
儒
と
し
・
て
仕
へ
た
の
で
あ
る
。

誠
太
は
前
述
し
た
如
く
嗣
子
桃
年
で
あ
る
。
日
歴
天
保
三
・
丁

十
五
に
。

　

白
一
咋
止
午
飯
、
腹
候
極
佳
、
大
島
贅
川
自
五
十
行
之
、
且

　

不
飲
酒
、
今
年
六
十
九
い
猫
健
。

と
あ
っ
て
、
贅
川
の
日
常
生
活
の
一
面
が
窺
は
れ
る
。
贅
川
は

酒
を
飲
ま
す
と
あ
る
が
、
之
に
對
し
て
條
堂
は
終
身
酒
を
嗜
み

煙
草
を
愛
し
た
。
し
‘
か
も
七
十
四
歳
の
高
齢
ま
で
生
を
保
っ
た

の
で
あ
る
。
贅
川
の
歿
し
た
天
保
九
年
に
は
、
懐
鴬
は
六
１
　
八

歳
で
あ
っ
た
。
昌
平
膏
で
筆
研
を
相
輿
に
し
て
よ
り
五
１
　
年
近

く
贅
川
と
懐
堂
と
は
親
し
く
交
は
っ
た
の
で
あ
る
が
、
日
歴
は

文
政
六
年
以
降
を
存
す
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
年
以
前
の

事
は
知
り
得
な
い
。
尤
も
日
歴
以
外
に
之
を
賓
瞭
す
る
文
献
が

存
す
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
は
今
暫
く
措
く
。
日
歴
の
始
ま

る
文
政
六
年
は
贅
川
六
十
歳
、
懐
堂
五
十
三
歳
、
文
政
士
二
年

帥
ち
天
保
元
年
は
贅
川
六
十
七
歳
、
慄
堂
六
十
歳
で
あ
る
。
日

歴
の
始
ま
る
文
政
六
年
よ
り
贅
川
の
歿
し
た
天
保
九
年
ま
で
十

六
年
間
の
両
者
の
交
渉
を
見
よ
う
。
ま
づ
日
歴
文
政
六
・
五
・

四
忙
、
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清
閑
寺
書
目

　

右
失
・
撰
者
姓
名
、
京
郡
書
質
林
伊
兵
衛
携
入

　
　

江
戸
、
或
傅
篤
佐
伯
侯
所
獲
、
中
載
邪
醤
疏
。

　

馬
療
書

　

右
失
書
名
、
弾
正
大
弼
仲
國
著
、
今
不
知
存
逸
。

　
　
　

右
二
條
大
島
無
害
見
聞
、
富
旁
相
苓
之
。

と
あ
る
。
佐
伯
侯
は
「
経
籍
訪
古
志
」
の
附
言
に
「
近
世
以
截

書
名
者
、
前
有
佐
伯
毛
利
紅
栗
斎
」
と
あ
る
豊
後
佐
伯
藩
毛
利

氏
。
で
あ
り
、
邪
醤
疏
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
爾
雅
の
疏
で
あ
る
。

日
歴
文
政
六
・
十
∇
九
に
「
夜
作
無
害
書
」
と
あ
る
の
は
、

贅
川
か
ら
聞
か
れ
て
ゐ
る
清
閑
寺
書
目
録
と
馬
療
書
と
に
對
す

る
返
事
を
書
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
文
政
七
゛
・
閏
八
・
六
に
、

　

大
島
贅
川
本
年
八
月
十
四
日
其
君
命
見
赦
門
謝
書
、
閏
月
六

　

口
達
、
、
急
足
毎
月
以
四
九
日
。

と
あ
る
の
は
、
そ
の
内
容
を
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。
文
政
七
・

閏
八
・
八
に
「
昨
呉
贅
川
議
廿
四
史
書
」
と
あ
る
の
は
、
「
諸
藩

蔵
版
書
目
茶
記
」
（
國
書
刊
行
會
刊
解
題
叢
書
所
収
）
巻
三
賀
藩

明
倫
堂
の
條
に
、

　

先
頃
藩
の
儒
臣
大
島
忠
蔵
が
話
に
金
滞
に
て
萬
暦
版
の
廿
一

　

史
を
離
刻
あ
る
べ
き
積
り
な
り
し
が
事
故
あ
り
て
成
ら
す
。

と
言
ふ
の
と
開
係
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
加
賀
藩
に
北
監
本
廿

一
史
を
蔵
し
て
ゐ
た
事
は
、
大
島
君
の
砂
録
し
て
来
た
史
記
考

異
校
正
諸
本
目
録
に
「
北
雍
板
廿
一
史
本
尊
経
閣
威
本
明
萬
暦

年
間
刻
」
と
あ
る
の
に
抹
つ
て
知
ｏ
得
る
。
議
廿
四
史
書
は
、

恢
堂
が
後
に
経
書
の
古
本
の
複
刻
を
企
て
た
の
か
ら
考
へ
て
、

恐
ら
く
本
邦
に
存
す
る
正
史
の
奮
砂
古
刊
本
の
複
刻
を
勧
め
た

も
の
で
は
な
か
づ
た
６
　
う
か
。
日
歴
を
見
て
も
僚
堂
が
常
に
正

史
の
古
本
に
注
意
を
沸
つ
て
ゐ
た
事
を
知
る
の
で
あ
る
。
加
賀

藩
で
正
史
の
北
監
本
を
翻
刻
す
る
企
て
を
贅
川
か
ら
懐
堂
に
報

知
し
た
の
に
對
し
、
僚
堂
が
意
見
を
記
し
た
の
が
、
こ
の
議
廿

四
史
書
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
。
そ
の
翌
々
八
日
の
條
に

　

本
月
廿
日
頃
篤
口
廿
四
史
ハ
卒
仝
、
放
異
八
八
雨
。

と
あ
る
の
も
、
そ
れ
に
開
聯
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
孜
異
は

後
の
記
事
に
徴
し
て
も
判
る
や
う
に
、
銭
大
肝
の
廿
二
史
孜
異

を
斥
す
の
で
あ
る
。
翌
月
一
日
の
條
に
は
、

　

穀
梁
、
可
大
墓
表
、
廿
二
史
孜
異
重
寫
／
分
核
１
　
蔵
右
可
答

　

大
島
事
。

と
あ
る
。
文
政
七
・
十
・
十
四
に
、

‐
矢
島
贅
川
有
書
云
、
以
九
月
廿
二
日
誠
太
娶
婦
、
交
通
家
好

　

事
也
、
因
以
一
文
題
臭
兄
、
及
季
仙
清
登
刎
化
事
及
碧
海
書

　

中
弘
徳
紀
胱
再
和
事
、
羽
化
物
一
二
弘
徳
六
年
丙
辰
仙
清
ト

　

ア
リ
。
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と
言
ふ
に
嫁
っ
て
ご
こ
の
年
贅
川
の
嗣
子
桃
年
が
結
婚
し
そ
れ

を
祝
賀
す
ミ
た
め
に
僚
堂
か
ら
桃
年
に
一
文
題
を
爾
っ
た
事
を

知
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
緬
く
事
項
は
判
然
と
し
な
い
。

碧
海
は
柴
野
栗
山
の
義
子
で
あ
る
。
本
邦
に
も
支
那
に
も
な
い

弘
徳
と
い
ふ
年
琥
が
問
題
に
な
っ
て
ゐ
か
ら
し
い
・
翌
年
八
月

四
日
の
條
に
狩
谷
校
斎
が
隨
去
し
た
。
「
無
害
安
南
書
」
と
い
ふ

の
が
‘
茲
に
謂
ふ
弘
徳
六
年
丙
辰
仙
清
の
書
く
羽
化
物
で
あ
る

の
か
も
知
れ
ぬ
。
贅
川
が
こ
の
書
を
所
蔵
し
て
ゐ
て
、
そ
の
書

に
弘
徳
と
あ
る
の
が
不
審
な
篤
め
に
懐
堂
に
問
合
せ
た
も
『
の
で

か
あ
ら
う
か
。
文
政
八
・
七
・
十
八
に
長
崎
伯
基
に
託
し
て
贅

川
に
書
を
致
し
て
ゐ
る
。
文
政
十
・
１
　
二
・
十
五
に
は
。

　

宋
板
左
國
史
漢
｛
鐘
助
曰
、
米
降
學
校
所
蔵
云
、
其
表
紙
以

　

好
朱
厚
貼
之
、
人
之
借
者
、
磨
其
朱
自
取
、
故
今
不
出
學
校

　

云
、
然
余
曾
見
史
記
於
贅
川
兄
處
、
不
貼
朱
也
。

と
い
ふ
記
事
が
見
え
る
。
鐘
助
は
條
堂
の
石
組
山
房
卸
剥
降
荘

の
生
徒
で
あ
っ
て
、
姓
は
伊
藤
、
米
降
の
人
で
あ
る
。
米
降
侯

所
蔵
の
史
記
と
は
か
の
有
名
な
黄
善
夫
の
刻
し
た
宋
慶
元
本
で

あ
る
。
懐
堂
が
曾
て
贅
川
の
處
で
見
た
史
記
に
「
不
貼
朱
」
と

い
ふ
の
は
、
こ
の
１
　
を
借
り
た
人
が
磨
剖
し
た
薦
め
に
な
く
た

っ
た
様
で
も
あ
る
が
、
加
賀
前
田
家
尊
経
閣
文
庫
に
は
こ
の
史

だ
の
精
寫
本
が
あ
る
由
で
あ
る
か
も
、
懐
堂
も
そ
れ
を
見
て
か

く
言
っ
た
の
で
は
胤
か
ら
う
か
。
日
歴
に
贅
川
の
處
で
見
た
と

あ
る
の
は
、
加
賀
藩
で
正
秀
の
校
勘
を
す
る
篤
め
江
戸
に
局
を

開
い
た
文
政
三
年
よ
り
五
年
ま
で
の
頃
。
の
事
で
あ
っ
て
、
金
澪

ま
で
出
掛
け
た
の
で
は
な
い
。
文
政
４
　
三
十
二
・
十
四
に
は
、

　

大
島
贅
川
有
書
、
鍛
立
山
白
石
英
、
玲
璃
無
内
外
、
而
栗
然

　

堅
於
玉
、
如
見
堅
友
也
。
書
中
云
今
有
。

と
あ
り
、
贅
川
よ
り
手
紙
と
共
に
立
山
の
白
石
英
を
届
け
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
天
保
三
・
十
・
十
七
。
に
は
、

　

大
島
贅
川
有
書
云
、
西
蔵
余
所
之
助
門
生
也
、
求
一
謁
。

と
あ
っ
て
、
贅
川
よ
り
恢
堂
に
西
坂
生
な
る
者
を
紹
介
し
て
ゐ

る
が
、
今
後
こ
の
西
坂
余
所
之
助
が
、
贅
川
・
恢
堂
の
間
の
『
１
　

簡
の
往
復
を
周
旋
し
て
ゐ
る
。
天
保
六
・
九
’
・
廿
八
に
、

　

西
坂
余
所
助
末
、
篤
訂
非
常
舎
記
、
又
作
１
　
、
託
致
之
大
島

　

希
軒
老
人
、
爾
居
士
祐
。

と
あ
り
、
天
保
八
・
丁
１
　
九
に
、
。

　

大
島
希
軒
寄
海
參
１
　
二
捲
、
西
坂
生
見
致
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

そ
の
前
、
日
歴
天
保
四
・
十
・
十
七
の
條
に
は
史
記
の
古
版

本
の
事
を
記
し
て
ゐ
る
か
ら
、
全
文
を
引
用
し
て
置
く
。
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慶
元
本
史
記
、
１
　
月
１
　
四
日
観
、
建
安
黄
善
夫
刊
于
家
塾
之

　

敬
室
、
史
記
索
隠
、
佐
伯
本
、
大
島
亦
蔵
汲
古
本
、
足
利
蔵

　

初
明
本
。

　

前
述
の
如
く
、
恢
堂
は
正
史
の
茸
妙
古
刊
本
に
も
常
に
・
注
意

を
彿
っ
て
日
歴
に
書
附
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
茲
は
「
大
島

も
亦
波
古
本
を
蔵
す
」
と
あ
る
に
因
っ
て
そ
の
前
後
の
文
を
も

併
せ
録
し
た
の
で
あ
る
。
史
記
索
９
　
佐
伯
本
は
史
記
考
異
校
正

諸
本
目
録
中
の
「
宋
板
索
隠
本
佐
伯
侯
蔵
本
」
に
福
富
す
る
。

こ
の
目
録
に
は
別
に
「
元
中
統
本
佐
伯
侯
戒
本
」
を
も
記
し
て

ゐ
る
が
、
此
は
「
経
籍
訪
古
志
」
に
「
史
記
元
塹
本
昌
平
學
蔵
ト

と
あ
る
の
に
相
営
す
る
。
集
解
索
隠
本
で
あ
っ
て
、
佐
伯
藩
毛

利
氏
か
ら
幕
府
に
献
上
し
、
昌
平
骨
の
有
に
諮
し
た
も
の
で
あ

る
。
贅
川
の
蔵
し
て
ゐ
た
汲
古
本
と
は
、
や
は
り
目
録
に
「
毛

１
　
刻
索
隠
軍
行
本
」
と
言
ふ
も
の
に
鴬
る
。
足
利
蔵
初
明
本
と

は
「
足
利
學
校
貴
重
特
別
書
目
解
題
」
に

　

史
記
索
隠
、
零
本
、
唐
司
馬
貞
撰
、
明
正
徳
刊
本
、
一
０
　
、

　

ｆ
ト
十
五
冊
、
今
巻
十
五
至
十
八
ノ
ー
冊
ノ
ミ
、
…
…
「
正

　

徳
九
年
夏
五
月
惧
濁
斎
刊
行
」
ト
巻
１
　
八
ノ
第
二
葉
こ
ア
ル

と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
「
経
籍
訪
古
志
」
の
史
記
元
栗
本
の
項
に

「
足
利
學
亦
蔵
元
栗
本
、
未
見
、
疑
具
此
本
同
種
」
と
あ
る
の

も
賓
は
こ
の
明
版
索
隠
本
を
指
す
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
か
く

の
如
く
日
歴
に
は
経
籍
に
開
す
る
貴
重
な
資
料
が
散
見
す
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
記
載
を
抽
出
整
理
す
れ
ば
経
籍
訪
古
志

と
も
疏
通
謐
明
す
る
所
が
多
い
と
思
ふ
。
大
島
君
轜
米
洋
侯
蔵

慶
元
本
の
扁
鵡
倉
公
傅
が
嘉
永
三
年
、
丹
波
元
堅
に
よ
っ
て
影

摸
開
題
さ
れ
た
こ
と
を
附
記
し
て
ゐ
る
が
、
之
も
日
歴
天
保
十

一
丁
八
・
廿
九
に
、

　

米
洋
木
史
記
扁
鵠
傅

　

楽
具
院
影
抄
。

と
あ
っ
て
、
楽
具
院
即
ち
元
堅
が
開
題
に
先
だ
っ
こ
と
九
年
、

既
に
影
摸
し
て
ゐ
る
事
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
・
だ
ゞ
日
歴
天

保
十
丁
「
三
ナ
に
、

　

史
記
扁
鵠
傅
、
米
洋
本
、
貴
恵
－
手
筆
處
々
有
之
、
大
高
元

　

哲
親
見
。

と
い
ふ
の
は
米
洋
本
で
は
な
く
て
足
利
本
の
誤
で
あ
ら
う
と
思

ふ
。
足
利
學
校
に
は
第
七
世
九
華
上
人
の
手
筆
と
傅
ふ
扁
鵠
倉

公
列
傅
一
巻
が
存
す
る
。
「
足
利
學
校
貴
重
特
別
１
　
日
解
題
」
に

　

史
記
零
本
、
漢
司
馬
遷
撰
、
宋
裴
駆
集
解
、
唐
司
馬
貞
案
隠

　

古
寫
本
、
一
階
、
室
町
時
代
寫
本
、
扁
鵠
１
　
公
列
傅
第
四
十

　

五
ヲ
存
ス
、
十
四
行
二
十
五
字
書
寫
。

と
言
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
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贅
川
の
歿
後
間
も
な
く
桃
年
か
ら
僚
堂
に
形
見
の
品
が
迭
ら

　
　
　

れ
て
ゐ
る
。
日
歴
天
保
九

　

八
’
十
四
に
、

　
　
　

’
大
島
誠
太
、
使
藩
人
□
□
致
希
軒
老
人
遺
物
、
山
谷
詩
集
。

　
　
　

と
見
ゆ
。
そ
の
翌
日
の
條
に
は
、

　
　
　
　

鮎
倹
山
谷
詩
集
、
昔
輿
希
軒
論
定
篤
宋
本
、
今
不
然
、
蓋
此

　
　
　
　

方
覆
刻
宋
本
也
、
囲
五
六
二
極
、
可
惜
、
誠
太
自
撰
行
状
、

　
　
　
　

請
余
作
墓
表
。

　
　
　

と
あ
っ
て
、
昔
賢
川
Ａ
)
共
に
宋
刊
本
な
り
と
論
定
し
だ
黄
山
谷

　
　
　

詩
集
が
、
。
そ
の
縁
故
で
懐
堂
に
逍
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
然
し

　
　
　

今
は
宋
刊
本
と
は
認
め
ず
、
日
本
で
宋
刊
本
を
覆
刻
し
た
も
の

　
　
　

と
考
へ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
今
こ
の
本
の
行
方
は
如
何
な
っ

　
　
　

た
ら
う
か
。
こ
の
奮
刊
覆
宋
本
は
長
瀞
規
矩
也
氏
編
「
開
東
現

　
　
　

存
宋
元
版
書
目
」
の
附
録
奮
刊
本
漢
籍
外
典
現
存
１
　
分
類
目
録

　
　
　

に
肆
る
と
、
各
所
に
蔵
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
そ
の
中
に
は
五
丿

　
　
　

六
二
極
の
閥
け
た
ゆ
か
り
の
本
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
又
前
掲

　
　
　

の
文
よ
り
桃
年
自
ら
父
の
行
状
を
撰
し
て
識
堂
に
冪
表
を
乞
う

　
　
　

た
こ
と
が
判
る
。
然
し
墓
表
が
果
し
て
出
来
た
か
否
か
明
ら
か

　
　
　

で
な
い
。
「
懐
堂
全
集
」
に
も
見
え
な
い
。
後
に
掲
げ
る
如
く
口

　
　
　

歴
に
も
そ
の
後
桃
年
と
手
紙
の
往
復
が
あ
り
、
桃
年
か
ら
は
屡

5
7

j

　

よ
財
物
を
し
て
ゐ
る
が
、
墓
表
の
」
奉
は
明
記
し
て
ゐ
た
い
。
Ｂ

歴
文
政
六
・
四
■
　
ｌ
Ｔ
４
-
!
ｓ
!

　

大
島
桃
年
１
　
、
１
　
四
日
昌
平
１
　
生
長
崎
市
助
携
来
、
不
面
。

と
あ
っ
て
、
桃
年
は
相
宿
若
い
特
か
ら
僚
堂
と
交
通
し
て
ゐ
る

ら
し
い
が
。
そ
。
の
後
は
見
え
ず
、
父
贅
川
の
歿
後
に
至
っ
て
厘

よ
懐
堂
に
書
を
途
っ
て
ゐ
る
。
今
懐
堂
と
の
書
簡
の
往
復
の
日

歴
中
に
見
ゆ
る
も
の
を
列
記
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

永
山
千
八
来
、
付
答
大
島
桃
年
書
。
、
（
天
保
九
ご
十
・
十
一
）

　

大
島
誠
太
有
書
、
永
山
千
八
、
鍛
乾
鰯
。
（
同
九
・
１
　
丁
廿

　

七
）

　

永
山
千
八
氷
、
傅
大
島
誠
太
書
及
盛
蔵
鱈
子
、
西
坂
生
書
、

　

生
近
称
助
教
云
、
題
〔
大
蔵
〕
仲
謙
老
人
１
　
梅
舎
、
託
平
八
致

　

之
。
（
同
十
二
丁
十
一
）

　

永
山
生
来
、
留
語
牛
日
、
大
島
誠
太
書
来
、
饅
九
谷
餅
。
（
同
’

　

十
・
九
・
廿
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　

”

　

大
島
誠
大
有
書
、
海
鯛
百
。
（
同
十
万
二
・
二
）

　

‘
永
山
生
来
、
致
大
島
誠
太
書
、
漬
安
康
皮
、
生
留
語
殊
久
甚

　

苦
。
（
同
十
二
・
八
・
廿
九
）

　

永
山
生
来
、
大
島
桃
年
有
１
　
、
賀
余
奉
朝
請
、
副
用
長
生
殿

　

錫
一
管
。
（
同
十
三
こ
ハ
’
廿
六
）

　

大
島
桃
年
七
月
廿
四
日
書
、
自
永
山
９
　
八
達
、
云
一
昨
Ｓ
ｎ
３

-
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達
今
逡
来
也
。
（
同
士
予
八
・
六
）

　

作
答
大
島
誠
大
書
、
致
之
永
山
千
八
（
同
十
三
・
八
・
十
）

「
余
奉
朝
請
」
と
あ
る
の
は
天
保
十
三
年
（
時
に
恢
堂
年
七
十

二
歳
）
三
月
幕
府
召
見
の
命
あ
り
、
四
月
朔
入
っ
て
将
軍
に
謁

見
し
た
事
を
斥
す
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
恢
堂
日
歴
に
見
ゆ
る
贅
川
・
桃
年
の
事
ど
も
で
あ
る

が
、
之
か
ら
も
贅
川
・
桃
年
父
子
二
代
の
畢
生
事
業
と
も
い
ふ

べ
き
史
記
考
異
に
、
僚
堂
の
少
な
か
ら
ざ
る
感
化
が
あ
っ
た
事

を
想
見
す
る
の
で
あ
る
。
た
ゞ
資
料
を
日
歴
に
限
っ
た
篤
め
に

説
い
て
詳
ら
か
な
ら
ぬ
所
が
多
く
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
又
も
と

も
と
大
島
君
の
「
贅
川
・
桃
年
父
子
の
史
記
考
異
に
就
い
て
」

を
少
し
で
も
補
ひ
得
れ
ば
と
考
へ
て
抽
書
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
内
容
も
無
味
乾
燥
に
た
っ
た
。
大
方
の
諒
承
を
得
た

い
。

　
　
　
　

柔
甘
に
就
い
て

　

明
史
や
明
蜜
録
の
西
蔵
開
係
の
史
料
に
は
屡
々
柔
甘
と
云
ふ

地
名
が
見
え
る
。
賞
録
を
例
に
と
る
と
洪
武
七
年
十
二
月
甲
午

の
條
に
、

　

上
以
員
外
郎
許
允
徳
使
菜
甘
篤
斯
蔵
。

　
　

、

と
あ
る
。
捻
の
１
　
は
ｕ
e
i
で
あ
る
か
ら
直
に
誤
と
す
る
わ
け
に

は
行
か
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
実
録
中
か
ｘ
る
例
は
他
に
発
見

*
松
崎
簾
堂
、
名
は
復
、
字
は
明
復
、
聳
堂
は
そ
の
鯖
、
肥
後
の
人
。

　

明
和
八
年
（
皇
紀
二
四
三
二
に
生
れ
、
弘
化
元
年
（
皇
紀
二
五
〇

　

四
）
に
歿
す
。
享
年
七
十
四
。
そ
の
闇
歴
は
猟
谷
宕
陰
の
「
惨
堂

　

松
崎
先
生
行
述
」
、
海
野
石
窓
の
「
掛
川
数
数
授
謙
堂
松
崎
先
生
応

　

表
」
に
詳
し
。

＊
＊

　

『
日
本
数
育
史
資
料
』
に
「
明
倫
堂
助
数
一
一
西
坂
衷
（
銃
成
庵
）

　

ア
リ
紺
義
二
精
シ
著
書
数
巻
ア
リ
門
人
尤
多
シ
、
永
山
平
等
モ
初

　

タ
其
門
二
學
フ
」
と
あ
り
。
西
坂
の
助
数
に
韓
じ
た
こ
と
は
謙
堂

　

日
歴
天
保
十
・
二
・
十
一
に
も
見
ゆ
。
そ
の
門
人
永
山
平
は
日
歴

　

に
云
ふ
永
山
平
八
で
あ
る
。

　

『
日
本
数
育
史
資
料
』
に
は
喩
川
に
開
し
て
も
次
の
如
く
記
し
て

　

ゐ
る
。
「
治
脩
（
加
賀
落
第
十
一
世
主
）
ノ
時
二
至
り
大
島
維
直

　

『
誄
贅
川
す
撰
抜
ス
維
直
昌
軍
備
こ

　

リ
明
倫
堂
助
』
屏
ク
有
泰
（
第
十
三
世
）
／
世
二
至
り
都
講
二
進

　

ム
」

　
　
　
　
　
　

Ｎ

　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
十
五
年
七
月
二
十
五
日
稿
了
）

出
来
な
い
か
ら
お
そ
ら
く
は
烏
の
誤
で
あ
ら
う
。
同
じ
く
実
録

の
洪
武
二
年
五
月
甲
午
朔
の
條
に
、

　

澄
使
持
詔
読
吐
蕃
…
…
使
者
至
吐
萎
、
吐
蕃
未
印
諮
命
、
肺

　

復
逡
腕
西
行
省
員
外
郎
許
允
徳
、
往
詔
論
之
。

と
あ
る
の
と
對
撫
し
て
弟
甘
烏
斯
蔵
｀
が
明
か
に
叱
蕃
の
範
圏
に

含
ま
れ
る
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
中
烏
斯
蔵
が
｀
Ｆ
芸
り
ｇ

の
昔
課
で
清
代
の
衛
蔵
な
る
言
葉
に
常
り
、
（
6
8
頁
へ
績
く
）
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